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昨年12月8日、最高裁において会社の不当労働行為が

決定され、謝罪文が東京第一、第二運輸所に掲示されま

した。12月20日、労働組合としてその掲示の確認のた

めに職場を訪れた行為に対して、会社は「テロリスト的

行為」とデッチ上げ、そして確認に行った５名に不当に

も処分を行ったのです。確認行為は極めて紳士的で、会

社が主張する「業務の妨害」などは一切ありませんでし

た。このような行為はあきらかに不当労働行為であり犯

罪です。不当労働行為の決定を受けた会社が、舌の根も

乾かないうちに繰り返した犯罪。まさに異常な会社の姿

勢を如実にあらわしています。

私たちは本日４月２６日、５名の処分撤回と損害賠償

を求めて東京地裁に提訴しました。私たちはこのような

会社姿勢を絶対に許しません。

このやり取りのどこが

テロリスト的か！これ

でなぜ処分か？まさに

異常な会社である！！


